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マルマリス のクロスロ ドに って

から たな へ
におけるグロ バルコミュニケ ション

エメックス セミナ

エメックス の

統合的沿岸域管理
（ ）ICM: Integrated Coastal Management とは
海洋 沿岸域 、自然資源 異 多様 利用方法

相反 利害 総合的 調整 体系 仕組 、
効果的 、積極的 ー ー 、実践的 協調戦略、
継続可能 資金調達、技術的・組織的能力 増強 実践 。

概念 沿岸域 発生 様々 経済活動 管理、人間活動 規
制、政策 調整、沿岸海域 陸域 利用計画 統合 必要性
発展 。（ ー ー 転載：

）

および において の なる な などに
ついて する を に する だった みのことで

なガバナンス なパ トナ シップ な
な の を するものです

の は で する な の の
の と の の などの から

してきました ホ ムペ ジより

ICM

PEMSEA http: www
pemsea org integrated coastal management

// .
. / - -

公益財団法人国際 ー 、第 回世

界閉鎖性海域環境保全会議（ ） 年 月

日 月 日 日間 、 共和国 ー

県 、 沿岸域管理 関

研究機関 ー 財団 共催

「 会議」

開催 。

会議 、地球規模 統合的沿岸域管理（ ）

取組 成果 検証 、

新 課題 挑戦 向 取 組 目的 、世

界 国 名以上 研究者 参加 。

会議期間中 ー

、特別 、青少年環境教育交流

、 市街 巡 半日 ー 湾

特別保護区域 周 ー 開催 。

エメックスセンタ では

を

から の にわたり トルコ ム ラ

マルマリスにおいて トルコにおける に

する であるメッドコ スト との で

ジョイント と

して しました

この には での

への とその を するとともに これまでなかっ

た たな や に けて り むことを に

カ から の などが しました

はテクニカルセッションやポスタ セッショ

ン セッション セッションの

ほか マルマリス を る ツア やギョコヴァ

を るテクニカルツア が されました
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（ ー ・ ー ー 財団会長）

（井戸 敏三 兵庫県知事 国際 ー理事長）

エルダ ル オザ ン メッドコ スト

エメックスセンタ

□ ー

□開催期間

□開催場所

□主催

□共催

□後援 協力：

■ 開会

テ マ

セッション

統合的沿岸域管理（ ） 関

ー ・

― 教訓 新 挑戦

年 月 日（水）～ 月 日（日）

共和国 ー 県

・ ー

公益財団法人国際 ー

ー 財団（ ）

ー ・ ・ 大学

共和国 ー 基金

太平洋気候変動研究 ー （ ）

ー・ ＋

開会 、地元主催者 代表 ー

財団 ー ・ ー 会長 司会 開催

。

、 ー 会長 、 ー

回目 共同開催 謝辞 述 、続 、

日本側 主催者 国際 ー理事長

井戸敏三兵庫県知事 「里海」 ー ー 世界

沿岸域管理 連携 進 、閉鎖性海域 環境保全 前進

期待 述 。

後、 共和国 ー 県 ー知事 挨

拶 続 、国際 ー 鈴木基之会長

参加者 挨拶 地元機関 協力 対 謝辞 述

後、持続可能 人間活動 沿岸海域 生態学 関

係 形成 重要 、 会議 成功

期待 旨 挨拶 。

開会挨拶 続 、 ・ 研究所

・ ・ ・ ー 博士 基調講演 行

。

博士 、人間活動 影響 自然 何

失 時 必 補 、

・ 湾 開発 伴 砂丘 造成 事例

、開発 伴 自然 補 、環境 保全 、

土木工学・自然科学者、政府関係者 協力 知恵

出 合 努力 必要 指摘 。

ICM

MEDCOAST Foundation

APN

PEGASO FP

MARLISCO FP

に する

グロ バル コングレス

から たな へ

トルコ ム ラ マルマリス

グランドヤズジ クラブタ バンホテル

エメックスセンタ

メッドコ スト

ム ラ ストゥク コチマン

トルコ プロモ ション

アジア ネットワ ク

シュプリンガ サイエンス ビジネスメディア

プロジェクト

プロジェクト

セッションは を してメッドコ

スト エルダ ル オザ ン の により さ

れました

まず オザ ン から エメックスとメッドコ ス

トの の について が べられ いて

の である エメックスセンタ の

から をキ ワ ドに の

の が み の が

することへの が べられました

その トルコ ム ラ ギュベンザ の

に いて エメックスセンタ の か

ら への と の に する が べ

られた な と の の

を していくことが であり この の を

する の がありました

に いて オランダ デルタレス のフ

ランク ファン デア ミュ レン が を

いました

からは による により の かを

う には ずそれを てんしなければならず オラン

ダ ロッテルダム の に う の の をも

とに に い を てんし を するには

などが して

を し い する があると されました

－

７
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□ 開会挨拶

□ 基調講演

■■第第 回回世世界界閉閉鎖鎖性性海海域域環環境境保保全全会会議議（（ 会会議議））概概要要1100 1100-- 22001133EEMMEECCSS MMEEDDCCOOAASSTT ジジョョイインントト
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里海とは
「里」 村 、「海」 文字通 海
。「里海」 村 近 海 意味 。

言葉 年 九州大学 柳哲雄教授 作 新 概念
、調和 取 人間活動 高 生物生産性 生物
多様性 保 海岸域 定義 。「里海」
概念 近年、水産資源 環境 保全 両面 注目 、
創生 図 、国際的 普及 目指 情報発

信 行 。

とは のことであり は り のことで
す とは の くの のことを します この

は に の が った しい
で の れた によって い と

が たれた と されています の
は と の の で され そ

の が られるとともに な を し
も われています

1998

（ ・ ・ ・ ー 博士）フランク ファン デア ミュ レン

□ 里海特別

□ 特別

□ 特別

□ 特別

セッション

セッション

プロジェクト セッション

プロジェクト セッション

里海特別 柳哲雄九州大学名誉教授 座長

開催 。

ー ・ ー 氏（米国・ 州環境省）

ー 湾浄化 歴史 展望、古川恵太氏（海洋

政策研究財団） 東京湾 市民参加 海洋

、松田治氏（広島大学名誉教授） 日本 里海

関係 分類、一木慎太朗氏（環境省） 環

境省 沿岸海域環境保全政策、 ・ 氏

（ 応用技術庁）

創生運動 現状 展望 紹介 。総合討論

創生運動 戦略 貢献

議論 、今後世界各地 創生運動 展開

期待 述 。 、

参加者 「 創生運動

、協力 欲 」 意見 。

ー ・ 氏（ ）

社 発刊 ー

狙 発刊計画（ ー 、西 、

、日本、 ） 紹介 、 ・

ー氏（ ー ） 週間前 ー

第 巻 発刊

紹介 。続 、陳中原氏

（中国） 長江 窒素収支 関 報告、 ー・

氏（ ） 海 流入 河川 窒素

・ 負荷量 関 報告 行 。総合討論

栄養塩負荷 増大、 堆砂、諸開発 振興 世界

河口域 情勢 厳 、河口域 豊 生

態系 ー 享受 続 重要性 確認

。

（

） ～ 年 科学 政策決定

結 、地中海・黒海 異 種類 問題 抱

所 行 沿岸環境管理

説明 続 、 ・ ・

・ ー ・ 現状

残 課題 関 報告 。総合討論

科学的成果 政策決定 橋渡 仲介者 重要性

指摘 、 養成 能力構築 必要性 強調

。

・ 氏（ ） 、

ー 所 行 海 問題

関 （

）

紹介 。続 ・ 氏

（ ） 一般 人々 海 関 方

考 、 良 方向 向 問

題、 ー・ ー氏（ ）

・ 河口域 微小 （大

以下 片） 分布状態 海洋生

物 影響 関 報告 。総合討論 、

海洋 対 一般 人々 関心 高 、 出

容易 再認識

。

セッションは を

として されました

ロバ ト サマ ズ メリ ランド

がチェサピ ク の と

が における の モニタ

リング が の と

の について が

の スヘンダル サコマル

インドネシア がインドネシアの

の と を しました では

が にどのように するかが

となり で が さ

れることへの が べられました また フィリピン

の からは フィリピンでも をし

たいので して しい という がありました

ジャン ポ ル デュクロトワ フランス が

から されるシリ ズ の

いと オ ストラリア アフリカ アメリ

カ イギリス を し エリック ウォランス

キ オ ストラリア が にこのシリ ズの

として された

について しました いて

が の に する グレゴリ

フルミン ロシア がバルト に する の

リン に する を いました では

の ダムの の など

の をめぐる は しいが から かな

サ ビスを し けるための の が

されました

は により に と をう

まく ぶため の なる の を え

ている か において われている プロジェ

クトであるという に き フランス トルコ イタ

リア ル マニア ウクライナからプロジェクトの

と された に する がありました で

は と の しをする の

が され その のための の が

されました

まずクセニア ロイジドウ キプロス から

によりヨ ロッパの か で われている ゴミ に

する

プロジェク

トの がありました いてジョアナ ヴェイガ

オランダ から の の ゴミへの わり をど

う え どうすれば い に けていけるかという

アンソニ ギャラガ イギリス からイギリス

ソレント における プラスチックゴミ き

さが のプラスチック の と

への に する がありました では

ゴミに する の の を め ゴミを さ

ないようにすることは ではないことが されま

した

－

－

ICM

Satoumi

Satoumi ICM

Satoumi

Satoumi

Springer

"Estuaries of the World"

"Estuaries of Australia in

and Beyond"

ICM

PEGASO People for Ecosystem based Governance

in Assessing Sustainable development of Ocean and

coast EU

EU

MARLISCO Marine Litter in European Seas;

Social Awareness and Co Responsibility

mm

ECSA Springer

PEGASO

MARLISCO
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■ 特別セッション
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青少年環境教育交流（ ）SSP セッションとは
青少年環境教育交流 （

） 、次世代 担 青少年 、専門
家 支援 環境保全 環境教育 活動 意見
交換 発表 合 場 提供 目的 、第 回
会議（ 、 ） 始 。日本 、
審査 選 高校生又 大学新 年生、 名 参加 、海
外 青少年 閉鎖性海域 環境問題 関 口頭発
表 ー発表 行 、交流 深 。

セッション
は を う が

の のもとに や の について
し し う を する で エメックス
タイ バンコク から まりました からは
で ばれた は が し

の とともに の に する
やポスタ を い を めています

Students and Schools
Partnership Session

6

1 2

（ 特別賞受賞者 中藤 麻衣 ・山陽女子高校 説明）SSP さん による

（ ・ 会議宣言起草委員長）

（ ー ・ 科学・政策委員）

（ 市街）

ウェイン ベル

ル ベン コシアン

マリマルス

10 30 2

2 4

5

16
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87 5 10 31

10 31

11 1

11 2

3 1

11

2016

月 日 口頭発表 、日本 名、

名、 名 高校生、大学生 参加 、環境

教育 地域社会 接点 件 発表 行 。

会期中 通 、 ー 大学訪問等 含 同

独自 様々 参加 、自主的 会合

青少年環境教育交流（ ）宣言 、閉会

発表 。

青少年環境教育交流 参加者 除 一般 口

頭発表 、 国 経験、沿岸域及 海洋 化、

沿岸域及 海洋生態系 、 ー ー

・ ・ 会場 月 日 月 日

間 順次開催 。

ー 、 ～ 名 口

頭発表 行 後 行 取

形 行 。

ー発表 ー 前 ー 利用

行 、一般 点、 点 ー 月 日

最終日 掲示 。

月 日午前 設定 ー説明時間 、発

表者 参加者 活発 意見交換 行 。

月 日、松田治広島大学名誉教授 委員長

ー賞選定委員会 行 審査 、

ー賞 選 。

閉会 、 月 日 ー Ｂ 、

ー 財団 ー 会長 司会 開催 、

・ 会議宣言起草委員長 「 宣

言」 発表 。

、青少年環境教育交流 参加 学生

全員 、自 作成 「青少年環境教育交流宣言」

発表 。

続 、松田治 ー賞選定委員長

ー賞 点、 特別賞 点 発表 受賞者

表彰状 手渡 。

後、国際 ー科学・政策委員長

渡邉正孝氏 会議総括 行 、最後 、次回

第 回 会議 科学・政策委員会 ー

・ 委員 、 年夏

・ 開催 発表 。

の では から アメリカか

ら トルコから の が し

と の について の を いました

を じて ム ラ を む セッショ

ン の なプログラムに し な によ

り がまとめられ

セッションにおいて されました

セッション を く の

は と の び のモデル

び など テ マのもとにメインホ

ル の つの において から

の に されました

それぞれのテ マごとのセッションでは が

を った ディスカッションを い りまとめる

という で われました

ポスタ はメインホ ル のスペ スを して

われ のポスタ が から

まで されました

に されたポスタ では

と が な を いました

を とするベ

ストポスタ により われた で ベス

トポスタ が ばれました

セッションは メインホ ル において

メッドコ スト オザ ン の により され

ウェイン ベル から マルマリス

が されました

また セッションに した

たち で らが した

を しました

いて ベストポスタ からベス

トポスタ が され には

が されました

その エメックスセンタ で

ある による が われ に

エメックス について のル

ベン コシアン らから にロシアのサンク

ト ペテルブルクで することが されました

SSP

ICM

A B C

SSP

SSP

■ 青少年環境教育交流（ ）

■ 口頭発表

■ ー

■ 閉会SSP セッション

ポスタ セッション

セッション
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我々 閉鎖性海域 環境管理 政策上 ー 立 知 。科学者達 努力

技術進歩、例 、 ー 、 、 電子的 ー （ ー

） 、 年前 ー 活動 開始 頃 比 、沿岸海域

資源 多 知 。

我々 、汚染物質 負荷量 対 現実的 限度 値 設 、 方法 改善 、変化

正確 、 政策立案者 対 、 効果的、科学的 行動 情報

発信 。

状況 更 進 、現在限定的 成功事例 、 着実 増 信 。

我々 学 良 教訓 。

、我々 環境管理政策 ー 立 、目 前 大 課題 、 学

多 認識 。

我々 、世界 沿岸域 将来 、沿岸域 水質 浄化 資源 持続可能 戻

知 。 、持続可能 将来 、気候変動 海面上昇 危険 脅

分 。 、我々 愛 、 深 経済 拠 海

。

踏 、今回 会議宣言 、一 提案 行 。

根底 、「里海（ ）」、「 ー ー （ ）」、

「生態系 基 管理（ ）」 、 呼 、真 統合的沿岸

域管理政策 我々 努力 、人類 沿岸域 生態系全体 一構成要員 認識

。

自然科学 社会科学 交 政策立案 ー 、新 形 教育、 単 教室 若 学

生 、両親、労働者、経営者、官僚 社会 全 人々 対象 教育 必要 。

詩人、 ー ・ 、「最 美 海 、未 渡 海 」 詠

。

我々 見 海 航行 助 政策立案 装置 設計 ー 開発 、 知識 得 。

我々 支援 、 次世代 装置 使 、今 見 、遠 離 向

岸 近 。 素晴 遺産 。 、今 、 ー

後 、共 胸躍 新 進路 乗 出 。 確実 、世界 沿岸海域

持続可能 将来 我々 導 。

会議 参加者一同

共和国

年 月 日 （事務局仮訳）

は の が のクロスロ ドに っていることを った のたゆまぬ と

かつてない えば リモ トセンシング モデリング そして コミュニケ ション インタ

ネット などにより エメックスとメッドコ ストがそれぞれ を した と べると や

その についてはるかに くのことを ることができるようになった

は の に し な の を け モニタリング を することで をより

にアセスメントすることができ また に して より に がとれるような

ができるようになった

こうした が に み である が これから に えていくと じたい これこそが

が んだ い である

しかし は のクロスロ ドに っており の には きな があり まだまだ ぶべき

くのことがあると している

は の コミュニティの を の の と を なレベルに すことがで

きるかどうかにかかっていることを っている また な が と の に かさ

れていることも かっている まさしく がこよなく し そして く の りどころとしてきたその

によって

こうしたことを まえ の では つの を いたい

にあるコンセプトを ワ キングランドスケ プ あるい

は に づく など どのように ぼうとも の

についての の は が の の であるということの にもとづ

くものでなければならない

と が わる のクロスロ ドでは しい の すなわち に にいる い

だけではなく など の ての を とした が である

トルコの ナ ズム ヒクメットは も しい とは だ ったことのない である と んでい

る

はまだ ぬ の を ける の を するためのツ ルを し また も てきた そ

うした の のもと おそらく はその を って はまだほとんど えていない く れた

こう に づくことができるだろう それこそが らしい となるであろう さあ こそ このクロスロ

ドを にし に らせるような しい に り そうではないか それは に の のため

の な に を くはずである

ジョイント

トルコ マルマリス
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ecosystems based management

EMECS MEDCOAST

我々 、現在取 組 沿岸海域 環境研究、政策立案、環境管理、 環境教育 社会

関心 惹 。

は り んでいる の そして プログラムに の

を きつけなければならない
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6

新 課題 対応 過去 教訓 適用 考 方 、挑戦的 、安易 。私

変化 時代 世代 、技術 新 付 加 、 私 生活 一部 組

込 。 技術 、人 自然 遠 、人 自然 近

信 。 、現在 見 課題 対 、新 教訓 適用 方法 見

有用 人材 、私 未熟 感 。 私 指導者、教育者、

手本、 先輩 皆 方 支援 必要 。

、私 不断 意味 ー 必要 。 情報 共有 重

要 取 替 。何故 、 私 決断 、 夢 現実

。私 皆 方 私 国際 ー 交流 促

望 。 会議 私 教 、 広範 経験 目 向

環境問題 ー 愚 。 、皆 方 私 方法

学 指導 。

私 、科学者 教育者 、人 生活 場 価値 認 願

。私 多 、 基本的 ー 感 、環境分野 導 。変化

声 上 続 、皆 方 研究 真 世界 改善 向 。 学生

教育 。

私 自然界 感銘 受 、驚 。皆 方 、私 環境改善 貢献 、 自

然界 私 立場 理解 指導 。

私 願 、大人 手本 皆 方 要望 聞

。学生 自 、 変化 世界 多 場面 、視野 広 期待

。当 前 思 答 私 出 受 取 。私 若

知 、私 対 期待 高 持 。環境問題 取 組 時 、成功 可能性

信 取 組 私 支援 。皆 方 、私 年

齢 持 偏見 持 。不可能 思 挑戦 、自 能力 発見

支援 。

会議 、科学者、教育者、政策立

案者、利害関係者、学生 一同 会 、 互

実 行動 、新 課題 目 向

、解決策 常 見 。

共和国

年 月 日

（事務局仮訳）

しい に するために の を するという え は でもあり でもあります

たちは の の であり は たに け えられたものではなく もはや たちの の に み

まれています これらの は を から ざけるというよりは を により づけるものであると

じています しかし ぼんやりと えかかっている に して しい を する を つける

ことのできる な であるには たちは だと じています このため たちには お

そして である さま の が です

まず たちは の あるコミュニケ ションを としています アイデアや を することの

さに って われるものはありません なら まさにそれこそが たちの や さらには を のも

のとしてくれるものだからです たちは さま が たちと コミュニティのメンバ との を してく

ださることを みます この が たちに えてくれるのは より なコミュニティの に を けずに

にアプロ チすることは かであるいうことです それゆえに さま には たちがそうした を

べるよう していただきたい

たちは や たちに とひとの の のつながりの を めていただきたいと っていま

す たちの くは そこに なインスピレ ションを じて へと かれたのです のため

の を げ け さま の を に の につながるものに けてください そして にもそのよう

に してください

たちは に を け かされました さま には たちも に できるよう また

における たちの を できるよう していただきたい

たちからいろいろとお いをするばかりでなく としてのお である さま からも を かせて

いただきたい たちが らチャレンジし この する の くの で を げていくことを

してください たり と えるような えを たちが したとしても け らないでください たちは い

かも れませんが たちに する は く っていただきたい に り む に の が

あるものと じて り む たちを してください さま がかつてそうであったように たちはまだ

とともに つようになる を っていません と えることにも させ らの を できる

よう してください

まさにこの のように

が に し お いにとっ

て りのある ができれば しい に が け

られ をきっと に つけられるでしょう

トルコ マルマリス
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国際 ー 、閉鎖性海域 環境保全 関連
世界 最新情報 分 伝 、「 国際
ー」 開催 。

今回 、 年（平成 年） 月 日～ 月 日 共和
国 開催 「第 回 会議」 成果 報告

、次回「第 回 会議」 開催予定地
海域環境状況 他、統合的沿岸域管理 新 展開

議論 目的 ー 開催 、約 名 方々
参加 。
□日 時： 年 月 日（金） ： ～ ：
□場 所： ー （兵庫県神戸市中央区）
□ ー ：

統合的沿岸域管理 新 展開
□座 長：渡邉正孝 慶應義塾大学大学院特任教授

財団会長、
ー 大学教授（ ）

第 回 会議 口頭発表 ー 、青
少年環境教育交流 他、国際 ー 開
催 里海 含 特別 行
。 、 会議 提出 本 論文 本 発表概

要 論文集 概要集 発行 他、優秀 論文 掲載
ー 発刊 決定 。

閉会式 、「 宣言」 「青少年環境教育交流宣言」
読 上 満場一致 採択 。

慶應義塾大学大学院特任教授（日本）
大気中 濃度 上昇 気温 上昇 、 結果、

海水温 上昇 膨張 氷河 融解 海面上昇 起
。 、海水 蒸発量 増加 異常気象 引

。 異常気象 経済的 損失 、
昨年 開 第 回気候変動枠組条約締約国会議
途上国支援 強化 新組織 作 決 。
現実 、中国 台風 直撃 福建省 洪水被害
起 、上海・長江 設 水源施設 海面上昇 影響
塩分濃度 上昇 他、 ・ 甚大 浸水被害
起 。 対策 統合的 沿岸域管理 重
要 。

国立水文気象大学副学長（ ）

世界 多 国 「統合的沿岸域管理（ ）」 基本 ー
「海洋空間計画（ ）」 考 取 入

。 実現 ー 、連邦
「 連邦沿岸域地積図」 、行政・経済・法律・環境
多方面 情報 含 。地方 情報

、自然生態系 評価 人的影響 脆弱性等 評価
出来 。

ー 地質調査
研究所主任研究員（ ）

湾東部 湾 水面 急速 上昇
特有 現象 、 ・ 大
洪水被害 頻繁 起 。洪水防止 建設

、 湾 環境 悪化 。 湾
・ 重要 内湾 、環境 状態、自

然、人間活動 正 理解 必要 。

国独立環境・健康保護
委員会委員長、 大学教授（ ）
年頃 大都市 人口密度 高 産業

発展 、環境問題 顕著 。
年 環境 等 規定 環境保護 関

法律 定 。 年頃 有害物
質 増加 人間 健康 影響 始 、憲法 健康保護 取
入 。

「独立環境・健康保護委員会（ ）」 設置 、
環境及 健康 意見 述 出来 。

年以上 活動 、 目的 、
ー 産業界 信頼関係 築 、良 環境 生活 質 実現

。

ー 先生 、今回 ー 趣旨 、
開催 会議 、

議論 焦点 当 報告 。
、 趣旨 、

先生 先生 、会議開催地 ・
海域環境状況 紹介 。 ・

洪水対策 ー 設 、
影響 湾 汚染 発生 、 解決
大 課題 説明 。 年開催

、 問題 対 各国 協力 、解
決 、 ー

。
先生 、政府 民間 様々

起 環境問題 、 評価
紹介 。企業 世界各国 進出

時 環境問題 政策決定 必要
考 、国際 ー 新
課題 。開発 持続性 考 時
環境 良 政策決定、資金、設計 考慮 必要
世界 新 課題 対 、今後、国際 ー 国

際会議 通 、展開 思
。

エメックスセンタ では の に す
る の を かりやすく えるため エメックス
セミナ を しています

は にトルコ
マルマリスで した エメックス の を
するとともに エメックス の であ
るロシアの の の たな に
ついて することを にセミナ を し の に

いただきました

ラッセホ ル
テ マ から へ

の たな

ム ラ トルコ
エメックス では やポスタ セッション

セッションの エメックスセンタ が
する セッションを む つの セッションが われまし

た そして この に された の と の
を や として した な を するス
ペシャルジャ ナルを することを しました

では マルマリス と
が み げられ で されました

の の は の をもたらし この
の による や の などにより が こっ

ています また の が し を きおこして
います このような は な をもたらしており

ワルシャワで かれた で
は を する を ることが まりました

に では の によって などで が
こり に けられた では の で

が している タイ バンコクでも な
が こっています これらの として な が
になっています

ロシア ロシア

の くの で とその ツ
ルとして の えが り れられていま
す と を するためのツ ルとして レベルで
は ロシア があり
など の を んでいます レベルの システムで
は の や と の をすることが

ます

カルピンスキ ロシア
ロシア

フィンランド のネヴァ は が に するという
の があり サンクト ペテルブルクではこれまで きな

が に こりました のためダムが され
ましたが このためにネヴァ の は しました ネヴァ
はサンクト ペテルブルクの な であり の

のプロセスへの しい が です

タイ
チュラロンコン タイ

タイでは から で が まるとともに
が することにより が になってきました
このため に アセスメント を した に
する が められました からはベンゼンなど
の が の へ し めたため に が
り れられました
タイでは が され
び アセスメントについて を べることが ます

これまで にわたって しており その は コミュ
ニティ と の を き い と の を
することにあります

オザ ン からは のセミナ の の つである マ
ルマリスで した がどのような で どのような

がされたかということに を て がされました
また もう つの である については ゴゴベリゼ
とリャブチュク から となるサンクト ぺテ

ルブルクの について がありました サンクト
ペテルブルクの としてゲ トが けられましたが その

でネヴァ の が しており これをどう するかが
きな となっているとの がありました の

では このような に して がどう し
していくことができるのか といったこともテ マの つとな
りうるでしょう
メナサウェイド からは や などの なプロジェ
クトによって きる について どのように するのか
ということについて がありました が へ す
る に についてどのような をすることが か
えることは エメックスセンタ にとって しいタイプの
になるのではないでしょうか と を える には
に い などを する があるとい

う の たな に し エメックスセンタ の
を してチャレンジし していくことになると いま

す
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渡邉正孝座長

エエメメッッククスス セセミミナナ国国際際 ーー報報告告

□発表概要

第 回 会議
（ 会議）

成果報告

気候変動 統合的沿岸域管理

東 湾：管理 概念、法、
ー

東 湾（ 海） 海洋地質 堆積過程、
人為的影響、汚染 歴史

環境 健康
国憲法 明言 環境 健康保護 ー

□会議総括

１

２

３

４ －

５
－

10
10- 2013
エメックス

ジョイント の

と

フィンランド のための そして
ツ ル

フィンランド バルト の
の

および アセスメント
タイ に されている と のツ ル

EMECS MEDCOAST
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※ ー ー 再生紙 利用 。

賛同 協力、 参加 心 待 。 、 近 方 是非、本会 紹介 。

※入会 希望 方 、国際 ー事務局 問 合 。

このニュ スレタ は を しています

ご いただけるみなさまのご ご を よりお ちしています また みなさまのお くの にも をご ください

を される は エメックスセンタ までお い わせください

事務局 知からのお らせ

《年会費》 《特 典》

投 稿 募 集

編集・発行及 連絡先

１００ ０００
３０ ０００
１０ ０００

,
,NGO
,

円団 体 会 員
円団体
円個 人 会 員

１

２
３

当 ー 主催 共催 ー等 優先的 参加
。

当 ー 有 最新 情報 提供 受 。
当 ー 実施 調査研究 形成 参加 。

閉鎖性海域 関 研究 活動、会議、図書等 情報提供 待 。

公益財団法人 国際 ー

センタ が または するシンポジウムセミナ に に
することができます
センタ が する の の を けることができます
センタ が する プロジェクトの などに できます

に する や の をお ちしております

エメックスセンタび
651-0073 1 5 2 5F
TEL:078-252-0234 FAX:078-252-0404
HP : http://www.emecs.or.jp E-mail : secret@emecs.or.jp

神戸市中央区脇浜海岸通 丁目 番 号 人 防災未来 ー 東館と センタ

ECSA (ECSA )

EMECS

EMECS EMECS
ECSA

LOICZ EMECS

EMECS

EMECS

EMECS

EMECS Hirak R Dash

Hao Xu

Estuaries of
Australia in and Beyond Springer

（河口域・沿岸科学学会）第 回国際
年 月 日～ 日、中国・上海 開催 。国際

ー（以下、 ） 会議 ー
。会議 、

ー 掲載 、
貢献 示 。 、 会議 、

（沿岸域 陸域 海域相互作用研究計画）、
関係 科学者達 交流 図 機会 。

交流 ー 発展 、
重要 。
会議 、 科学・政策委員 古川恵太氏（海

洋政策研究財団）、陳中原氏（華東師範大学教授・中国）、松田治
氏（広島大学名誉教授） 私 参加 。古川氏 基調講演

東京湾 生態系再生 関 何 目標 何
情報 話 、松田氏 里海 ー

沿岸域干潟 再生 講演 行 。 、私
河口域 生物個体数 増加 沿岸域漁業
基調講演 行 、陳氏 長江北支流 河口域 塩分 堆積
物 物質流入 、自然流下 説明
ー 関 講演 行 。
陳氏 私 議長 務 、気候

変動状況下 持続可能性 ー 取 上 、膠州湾（中国）、
渤海湾（中国）、 （ ー ）、 海、
ー 湾（ ー ） 事例 、参加者 活

発 意見交換 行 。
、最 優秀 学生 ー発表 口頭発表 対 、
学生賞 授与 。 ー発表

氏（国立工科大学・ ） 、口頭発表 土屋健司氏（創価
大学・日本）、 氏（華東師範大学・中国） 名 受賞

。受賞者 名前 読 上 、約 名 参加者 前
表彰 時 彼 誇 喜 満 。

国際 ー ー 、 科学
政策委員 ・ ー氏（ ー 大学教
授・ ー ） 編集者 新刊本「

」（発行： 社、 頁） 発
行 。

ー 急激 人口増加・経済成長 、河口域 沿岸
域 環境的 持続可能 ？持続可能 発展 何 必
要 ？ 疑問 答 、同国 一流 河口域専門家
達 国内 象徴 所 河口域 湾 詳細 研究 報
告 。 、 ・ ー氏（元 ー
首相） 、環境科学、人口政策、持続可能性 関 序文
寄 。
ー 全域 寄 集 知見 、現在

社会経済 意思決定 ー 場合、 年 ー
河口域 指 示 、 、持
続可能性 確実 変 示唆

。
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シンポジウム
が で されました エ
メックスセンタ はこの スポンサ となっ
ています のウェブサイトやプログラム アナウンスメント
には のロゴマ クがいたるところに され の

を すものとなっていました また この は
における

に する が を る となりました このような
のネットワ クはますます してきており にとっ

ても なものとなっています
この には から の

と が しました は
として の に し を とし がバックグラウ
ンド となるのかについて し は コンセプトをベ
スにした の について を いました また
は の の と のモデリングについて

を い は の における や
などの について による とそのインプリ
ケ ションに し を いました

と が を めた セッションにおいては
での をテ マに り げ

リムフィヨルド デンマ ク バルト ヴァ
ヴ ト ニュ カレドニア の について による
な が われました
また も な のポスタ と に し

が されました ポスタ では

インド が では
の が し

ました の が み げられ の の で
される の らは りと びに ちあふれていました

エメックスセンタ がスポンサ となり エメックス
エリック ウォランスキ ジェ ムスクック

オ ストラリア が となった
が

されました
オ ストラリアの な は や
にとって に か な のために が
なのか という に えるため の の
が を する カ の や の な について
しています また マルコム フレイザ オ ストラリ
ア からは に する
が せられています
オ ストラリア にわたって せ められた は の

の をベ スとした のオ ストラリ
ア がどうなっているのかを し すものであり また

を にするために えていくべきことを するもの
です

－

（本 詳細）

（本 ー）

の

のレビュ

http: www springer com earth+sciences+and+geography
earth+system+sciences book

http: research jcu edu au research tropwater news and events

// . . / /
/ /978-94-007-7018-8

// . . . / / / - -

エエメメッッククスス のの活活動動 成成果果報報告告

エリック ウォランスキ
エメックスセンタ ジェ ムスクック オ ストラリア

・ ー教授 （ ）
国際 ー科学・政策委員、 ー 大学教授（ ー ）

Prof Eric Wolanski.
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参加報告（中国・上海）

「 」
（ 年 ー 河口域） 発行のオ ストラリアの の


